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1　ぼくの顔よりおおきいよ！　1
　倉俣保育所では、プールの横で種から栽1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
培していたスイカがなり、子どもたちは大喜び！i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　みんなの顔より大きなスイカができたので1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
記念撮影をしました。　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　大きなスイカ、甘かったかな…？　　　　1
　伶一・　　‘η　　　　　　廟　　　　　　　　　ψ　　　　　　“隔＾　噌Ψ　　．r　　　　　　　　　　　　　　　　　一 この広報紙は、再生

紙を使っています。



2

　　1．・礁欝…総・職

　　　　　　論臨　甲　一’　　、、騰
　　　　　パノラマステーション

　灘灘　翻

　鍵
鱗

　　　難　　　　灘
施響繧欝
嚢顯籔熱篤．

　　　　　　羅麟磁灘

　　　　籔簿遡、羅、1

　　　　　　　清津峡の誕生を紹介

パ
ノ
ラ
マ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
眺
望
　
　
　
　
、
諜

灘

　　　　　1　　　　＄

灘

3ケ所の見晴所から見る渓谷美

麟
『
『
雛



嚢
難
雛

　　　　灘　　　藤　づ¢タ副
ソ

灘

この秋ふたたび1

◎

の
清
洌
な
流
れ
に
沿
っ
て
巨
大
な
岸
壁
が
続
く
清
津
峡
は
上
信
越
国
立
公
園
の

中
で
も
最
も
美
し
い
渓
谷
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　繋　．難難難灘鱒

　　　　欝、懸、纏．灘蟷

灘鍔塑　　機難嫌　

　　　　　　　　　　　　　　　灘，醗．雛麗

《
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
〉

　
全
長
9
3
5
m
の
「
清
津
峡
渓
谷

ト
ン
ネ
ル
」
は
入
坑
口
を
入
る
と
イ

ヌ
ワ
シ
が
お
客
様
を
案
内
し
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
「
清
津
峡
の
四
季
」

（
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
・
サ
マ
ー
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
・
オ
ー
タ
ム
ホ
ー
ル
・

ウ
イ
ン
タ
ー
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
清
津
峡
の
四
季

を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
り
ブ
ラ

ッ
ク
ラ
イ
ト
な
ど
を
使
っ
た
特
殊
な

演
出
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
清
津
峡
の
四
季
を
す
ぎ
る
と
「
清

津
峡
の
自
然
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
ト
ン
ネ
ル
か
ら
み
る
こ
と
の
で

き
な
い
景
色
な
ど
を
取
り
入
れ
清
津

峡
全
体
を
ビ
デ
オ
に
よ
っ
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
見
晴
所
が
連
続
し
て
3
か

所
あ
り
、
自
然
そ
の
ま
ま
の
清
津
峡

渓
谷
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見
晴
所
の
3
か
所
を
す
ぎ
る
と
「
清

津
峡
の
成
立
」
が
あ
り
、
こ
こ
で
は

清
津
峡
の
誕
生
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
の
見
晴
所
（
パ
ノ
ラ
マ

奮
警
擁
誌
翻
蟷

渓
谷
美
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
・
　
■
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繕

蒲
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
入
坑
料

☆
個
　
人

　
一
い
太
人
　
五
〇
〇
円
（
高
校
生
以
上
）

　
子
供
　
三
五
〇
円
く
中
学
生
以
下
）

幼
兇
、
無
「
料

　
　
　
（
小
学
生
縫
満
た
な
憾
子
供
）

嚢
団
体

　
犬
人
（
2
0
名
以
上
）
玉
人
四
五
〇
周

　
子
供
凸
2
◎
名
以
圭
）
玉
人
二
〇
〇
周

糞
営
業
時
悶

　
午
前
纏
時
か
ら
禁
後
6
時
ま
簿

　
　
　
（
冬
期
闇
午
後
4
時
ま
で
）

糞
休
業
期
聞

　
1
月
中
旬
か
ら
3
月
中
旬

顯
鰯
欝
雌
．
…
↓

　
　
　
　
　
－
，
藤
・
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
“
驚
繍
灘
ム

　
　
　
　
　
【
　
め
　
・
’
ヒ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐘
灘
一

　
　
　
　
　
　
憩
『
『
『
　
　
．
オ

、
鐸
鍵
欝

縫灘

　
　
　
　
　
ノ
ー
磁

　
雛，

閥
鞭

　
　
　
駄

平成8年9月10Eヨ広報なかさと3



猟
齢匿

“

三
世
代
家
族
を
先
頭
に
渡
り
初
め

覇

　
中
里
村
と
津
南
町
を
結
ぶ
国
道
1

1
7
号
の
清
津
大
橋
が
8
月
8
日
の

午
後
1
時
に
開
通
し
ま
し
た
。

　
清
津
大
橋
は
足
掛
け
五
年
の
歳
月

と
総
事
業
費
約
4
0
億
円
を
か
け
て
完

成
し
た
も
の
で
す
。

　
清
津
大
橋
の
長
さ
は
5
1
9
m
・

幅
員
1
4
・
5
m
、
高
さ
3
5
m
の
大
き

な
橋
で
す
。

　
竜
と
雪
ん
子
を
形
ど
っ
た
親
柱
、

バ
ル
コ
ニ
ー
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な

ど
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
橋
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
ま
で
の
清
津
橋
は
、
明
治
2
0
年
に

木
橋
の
橋
が
架
け
ら
れ
、
昭
和
9
年

に
8
月
8
日
の
午
後
1
時
ま
で
通
行

し
て
い
た
清
津
橋
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
清
津
橋
は
幅
員
が
狭
く

大
型
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
す
れ
ち
が
い

で
き
な
い
な
ど
通
行
に
支
障
を
き
た

し
て
い
ま
し
た
。

　
開
通
式
は
、
午
前
1
0
時
か
ら
関
係

者
や
地
元
の
皆
さ
ん
が
大
勢
参
加
す

る
中
で
行
わ
れ
、
親
柱
の
除
幕
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
わ
り
が
行
わ

れ
た
後
、
中
里
村
と
津
南
町
の
8
組

の
三
世
代
家
族
を
先
頭
に
津
南
側
か

ら
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
津
南
町
側
で
は
、
芦
ケ
崎
小
学
校

の
竜
神
太
鼓
が
中
里
村
側
で
は
清
津

峡
小
学
校
の
樽
ば
や
し
の
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
里
中
学
校

の
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
も
三
世
代
家

族
の
あ
と
に
続
き
、
演
奏
を
し
な
が

ら
渡
り
初
め
を
盛
り
げ
て
い
ま
し
た
。

へ

〈
親
柱
の
除
幕

〃／，，
〈
62
年
間
ご
く
ろ
う
さ
ま
！
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「ミオンなかさと』

　
7
月
1
8
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」

が
オ
ー
プ
ン
3
5
日
目
の
8
月
2
1
日
の
午
前
1
0
時
3
0
分
に

入
場
者
五
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
5
万
人
目
の
入
場
者
と
な
っ
た
の
は
川
西
町
の
小
林

純
子
さ
ん
で
「
初
め
て
来
場
し
、
5
万
人
目
に
当
た
り

び
っ
く
り
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
に
は
村
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
は
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
平
均
し
て

一
日
、
8
0
0
人
か
ら
1
0
0
0
人
の
方
が
来
場
し
て

お
り
、
中
で
も
お
盆
の
1
4
日
か
ら
1
8
日
の
問
の
入
場
者

は
1
5
、
0
0
0
人
で
入
場
制
限
を
行
う
盛
況
ぶ
り
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
盆
の
利
用
客
の
半
数
以
上
が

県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
の
推
移
で
い
き
ま
す
と
年
間
目
標
の
1
3
万

人
を
越
え
る
入
場
者
数
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

手
、
）
く
り
灯
籠
○
中
で

　
　
　
　
　
民
謡
流
ー
行
わ
猷
3

　
お
盆
の
8
月
1
6
日
、
新
潟
中
央
銀

行
中
里
支
店
か
ら
ユ
ー
モ
ー
ル
駐
車

場
ま
で
「
中
里
音
頭
」
と
「
妻
有
盆

唄
」
で
民
謡
流
し
が
約
3
0
0
人
の

参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
沿
道
の
両
側
に
か
が
り

火
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
活
用
し
た
灯

籠
が
2
0
0
本
立
て
ら
れ
、
民
謡
流

し
の
演
出
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
沿
道
に
は
、
多
く
の
観
客
が

集
ま
り
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を
片
手
に

撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　
民
謡
流
し
が
終
わ
る
と
ユ
ー
モ
ー

ル
駐
車
場
で
沿
道
の
人
も
参
加
し
て

の
盆
踊
り
大
会
が
行
わ
れ
、
大
き
な

輪
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

働
日
本
生
命
財
団
の
助
成
に
よ
り

キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト
他
が
整
備
さ
れ
る

　
日
本
生
命
財
団
か
ら
児
童
・
少
年

健
全
育
成
に
と
中
里
村
子
ど
も
会
連

絡
協
議
会
が
65
万
円
の
助
成
を
受

け
、
キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト
5
基
、
タ

ー
フ
テ
ン
ト
2
基
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

タ
ン
ー
0
個
、
キ
ャ
ン
プ
3
点
セ
ッ
ト

3
個
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ー
セ
ッ
ト
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
2
セ
ッ
ト
を
整
備

し
ま
し
た
。
早
速
こ
の
用
品
を
使
っ

て
新
屋
敷
、
本
屋
敷
、
小
沢
の
子
ど

も
会
の
皆
さ
ん
が
8
月
1
2
日
・
1
3
日

に
夏
休
み
の
お
楽
し
み
会
行
事
で
使

い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
は
初
め
て
行
う
た
め
か
な
か
な

か
コ
ツ
が
つ
か
め
な
い
で
苦
労
す
る　澱．．講灘

面
も
あ
り
ま
し
た
が
み
ん
な
が
楽
し

み
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

講
、

　
紫

縫
薙
襲

鍵
響
轟
，
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こ
ん
な
に
花

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
花

　
「
山
ユ
リ
に
こ
ん
な
に
花
が
つ
い

た
」
と
写
真
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た

の
は
清
田
山
の
山
田
秀
男
さ
ん
。
約

70

個
く
ら
い
の
花
が
付
い
て
い
た
と

の
こ
と
。
山
田
さ
ん
は
十
日
町
で
1

2
0
個
も
の
花
が
付
い
た
こ
と
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

る
話
を
聞
い
て
、
来
年
、
挑
戦
し
て

み
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
が
ネ
ズ
ミ

に
球
根
が
食
べ
ら
れ
な
い
か
と
心
配

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
「
さ
つ
ま
い
も
の
ツ
ル
か

ら
花
が
咲
い
て
い
る
」
と
連
絡
し
て

く
れ
た
の
は
堀
之
内
の
南
雲
タ
ミ
さ
　
　
㎜

ん
。
行
っ
て
み
る
と
薄
紫
色
を
し
た
　
　
㎜

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
さ
つ
ま
い
　
　
』

も
に
花
が
咲
く
こ
と
を
聞
い
た
こ
と

が
な
い
自
分
も
驚
く
ば
か
り
。
8
3
歳

に
な
る
ノ
ブ
さ
ん
も

「
生
ま
れ
て
8
3
年
さ
　
　
、

つ
ま
い
も
に
花
が
咲

く
な
ん
て
初
め
て
見

ま
し
た
」
と
驚
い
て

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
蟹
鍵

なが
んi

の
花
3●

なくそう農地の無断転用！一農地を守り有効利用しよう！一

農地の転用には許可が必要です

　農地転用とは……農地を住宅、農作業所、駐車場、工場用地などの用途に転換することです。

◆対象の土地が農地であるかどう

かは、現況で判断されます。

地目が農地であれば、耕作がさ

れていなくとも農地性がある限り

農地です。

また、地目が農地でなくても肥

培管理がされていれば、農地とみ

なされ、転用には許可が必要です。

農地転用の手続き

1．まず事前に相談を

雛一灘麹縷鍵繕雛雛繕籔難灘i雛灘

要饗i麹騰難

一購鞠懸資嚇置揚．礁業鍛欝轡．『

◆無断転用には、厳しい措置が講

じられます。

無断転用者には、県知事が工事

等を中止させ、もとの農地に復元

させることができます。

これに従わない場合は、最高3年

以下の懲役ま捷は憩0驚円以下の罰

金に処せられます。

転用にあたり、法律上の制限手続きに複雑な部分も。

　許可申請前に農業委員会・行政書士に相談し他方が円滑に手続きを進められます。

2．転用のケースと申請者

・転用のケース（その1）

　農地の所有者、耕作者が自らからその農地を転用する場合。（農地法4条転用）

　申請者　その農地の所有者、耕作者（農地転用後も所有）

・転用のケース（その2）

　農地の所有者等から農地を買ったり、借りたりして転用する場合（農地法5条転用）

　申請者　転用事業者と地主の両者

Q．なぜ農地の転用には許可が必要なんですか

　・農地は食料・農業にとってかけがえのない財産です。しかし、いったん、住宅、農作業所などに転用される

　　と二度と農地としての利用は不可能です。

　・乱開発につながる無計画転用や無断転用は、地域農業・農地の大きな迷惑となります。

◆詳しくは、役場農業委員会にご相談ください。智63－3111（内線221）
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塾

撚
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6

　「つのだ☆ひろ’96実行委員会」では若者による村活

性化の起爆剤とする目的でこのイベントを開催します。

◆日時10月12日（土）

　　　　　午後5時開場　午後7時開演

◆会場ユーモール2F多目的ホール

◆料金一般3，000円
　　　　　中学生　1，500円

　　　　　小学生以下無料

◆チケット取扱所

　　中里・津南・川西・水沢の各商工会及びポスター

　添付場所

◆スタッフ募集中！

　　年齢　高校生以上・報酬　汗と感動

◆問い合わせ先

　　中里村商工会（奮63－2868）

　　　　家庭の事情で国民年金の保険料を30歳から40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　歳までの10年間免除してもらいました。今40歳

ですが、この期間の保険料は払わなくていいのでしょ

うか？

A、。麟奪驚驚讐と蕪慧灘麟

とから納付することができます。これを追納と》】いま

すが、追納する保険料の額は、免除を受けた当時の保

険料の額に政令で定められた一定の率を掛けた額にな

ります。保険料の免除期間は受給資格期間に含まれま

すが、年金額溺減額されますの酒、満額の年金を受け

られるようできる限り追納することをお勧めします。

　
昨
年
秋
㍉
上
越
市
で
お
き
た
中
学
生
の
い
じ
め
を
苦
に
し
た
自
殺
。
こ
れ
を
気
に
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題

が
新
潟
県
の
教
育
の
最
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
今
や
ひ
と
ご
と
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
に
も
い
℃
め
．
登
校
拒
否
以
外
に
も
様
々
な
問
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
お
り
、
今
こ
そ
、

家
庭
や
地
域
、
学
校
が
真
剣
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
考
え
、
未
来
を
生
き
る
人
間
を
育
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
で
は
、
子
育
て
教
育
を
支
援
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
P
T
A
と
協
力
し
な
が
ら
次

の
内
容
で
「
ひ
ま
わ
り
家
庭
教
育
学
級
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
倉
俣
小
学
校
（
1
・
2
年
生
の
保
護

者
）
を
指
定
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
倉
俣
小
学
校
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
誘

い
あ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
第
1
回

◎
第
2
回

◎
第
3
回

9
月
n
日
㈱
　
午
後
2
時
4
5
分
～
5
時
　
　
　
会
場
…
倉
俣
小
学
校

テ
ー
マ
　
　
家
庭
教
育
と
は
「
父
親
の
役
割
と
母
親
の
役
割
」

講
師
　
　
山
　
下
克
利
様

　
　
　
　
　
（
津
南
町
教
育
委
員
長
・
前
津
南
中
学
校
長
）

11

月
2
0
日
㈱
　
午
後
3
時
～
5
時
　
　
　
　
　
会
場
…
倉
俣
小
学
校

テ
ー
マ
　
　
心
の
や
す
ら
ぎ
の
場
と
は
「
い
じ
め
・
登
校
拒
否
を
考
え
る
」

講
師
　
小
海
貴
代
美
様

　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
地
域
適
応
指
導
教
室
「
に
こ
や
か
ル
ー
ム
」
川
西
分
室
指
導
員
）

2
月
2
1
日
㈱
　
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
5
0
分
　
会
場
…
倉
俣
小
学
校

テ
ー
マ
　
　
健
康
と
運
動
と
は
「
健
康
と
栄
養
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
考
え
る
」

講
師
　
　
関
　
口
　
陽
　
子
　
様

　
　
　
　
　
（
エ
リ
ア
ド
ゥ
2
ー
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

連
絡
先

　
中
里
村
教
育
委
員
会

派
遣
社
会
教
育
主
事
　
富
井
　
茂
　
暦
6
3
1
4
4
7
8
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

⑭
ま
す
嫁
出
し
㌻

　
　
　
　
　
で
オ
こ
外
焼
食
こ
　
て

　
　
溝
ん
ミ
レ
　

特
来
た

歳
　
　
さ
　
　
と
で
な
　
す
が
し

q
敏
．
美
子
に
ブ
こ
う
い
ん
で
達
麻

ん
の
　
お
緒
て
の
そ
嫌
や
う
友

や
妻
子
　
　
つ
と
だ
　
ち
よ
　
で

　おばあちゃん

とても元気のしq

いるという美帆

力には目が無い

　取材中、近所

人で仲よく遊ん

交
濾
魏
制
講

　
　
　
　
　
難
瓢
穆
ヤ

◆
路
線
名
　
県
道
　
清
津
公
園
線

◆
規
制
全
面
通
行
止

◆
期
　
間
　
9
月
9
日
～
9
月
3
0
日

◆
迂
回
路
　
村
道
小
出
・
小
松
沢
線

　
　
　
　
林
道
小
松
沢
線

『
消
防
勲
擁
藤
蟻
獅

　
　
、
．
羅
設
慧
獺
難
す

　
た
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
楽
し
い
体
験
も
で
き
る
「
消
防

ひ
ろ
ば
」
に
親
子
そ
ろ
っ
て
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
　
9
月
2
2
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

　
　
（
雨
天
の
場
合
は
、
9
月
2
9
日
）

◆
会
場
　
十
日
町
市
役
所
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
駐
車
場

◆
内
容

　
・
ミ
ニ
消
防
車
運
転
コ
ー
ナ
ー

　
・
は
し
ご
車
試
乗
コ
ー
ナ
ー

　
・
消
防
士
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
・
ち
び
っ
こ
救
助
隊
コ
ー
ナ
ー

　
・
綿
あ
め
コ
ー
ナ
ー

　
・
風
船
コ
ー
ナ
ー

　
・
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
グ
ソ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
な
ど
で
す
。
こ
の
他
に
も
、
た
く

さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

今
磁
繕
鱗
犠
欝
鎌

電
話
帳
麟
回
鑛
韮
蒙
す

　
N
T
T
で
は
1
0
月
発
行
の
「
中
越

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
を
9
月
1
3
日
よ
り

30

日
の
間
に
企
業
や
家
庭
に
お
届
け

し
ま
す
。

　
そ
の
際
、
今
ま
で
お
使
い
の
電
話

帳
は
、
紙
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

た
め
、
回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
配
達
員
に
お
渡
し
下
さ
い
。

　
な
お
、
お
届
け
の
際
、
不
在
等
に

よ
り
配
達
員
に
手
渡
す
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
場
合
は
、
1
0
月
11
日
ま
で

に
（
N
T
T
電
話
帳
お
届
け
セ
ン
タ
ー

0
1
2
0
1
3
2
4
1
8
2
）
に
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
回
収
に
伺
い
ま
す
。

　
　
入
院
時
の
食
事
代
の

　
　
　
　
　
　
　
自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
8
年
憩
月
1
臼
よ
9
、
入
院
時
の
食
事
代
が
左
表
の
と
お
9

変
更
に
な
り
ま
す
。

区
　
　
　
　
分

食
事
代
の
自
己
負
担
額

平
成
8
年

9
月
30
日
ま
で

平
成
8
年

m
月
－
日
か
ら

住
民
税
課
税
世
帯

六
〇
〇
円

七
六
〇
円

住
　
民
　
税

非
課
税
世
帯

3
か
月
目
ま
で

の
入
院

四
五
〇
円

六
五
〇
円

4
か
月
目
以
降

の
入
院

三
〇
〇
円

五
〇
〇
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
老
齢
福

祉
年
金
受
給
者

二
〇
〇
円

三
〇
〇
円

住
罠
税
非
課
税
世
帯
で
コ
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
恥
な

い
方
は
コ
住
民
税
課
税
世
帯
」
と
同
じ
取
ゆ
扱
恥
に
な
り
ま
す
。

コ
減
額
認
定
証
」
は
役
場
民
生
課
国
民
健
康
保
険
係
で
交
付
し
て
願

ま
す
の
で
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
閥
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
豊
総
1
3
1
1
1
（
内
線
1
2
1
）

中
顯
煽
顯
欝
鞭
鞭
あ
の

身
元
劃
藻
蟻
搬
麟
纂
に

）
い
マ

　
厚
生
省
で
は
日
本
に
永
住
帰
国
す

る
中
国
残
留
邦
人
と
そ
の
家
族
の
身

元
を
在
日
親
族
に
代
わ
っ
て
引
き
受

け
、
帰
国
後
の
定
着
自
立
に
必
要
な

相
談
・
助
言
を
行
っ
て
い
た
だ
く
身

元
引
受
け
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
身
元
引
受
け
人
の
資
格
、

期
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
資
格
》

　
特
別
の
事
情
に
よ
り
帰
国
で
き
な

い
特
別
事
情
残
留
邦
人
世
帯
構
成
員

及
び
肉
親
の
お
か
れ
て
い
る
立
場
に

理
解
を
有
し
、
特
別
事
情
残
留
邦
人

世
帯
が
帰
国
し
た
場
合
、
日
本
社
会

に
早
期
に
定
着
す
る
た
め
の
指
導
に

熱
意
を
も
っ
て
あ
た
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

《
身
元
引
受
け
期
間
》

　
中
国
帰
国
者
定
着
促
進
セ
ン
タ
ー

を
退
所
し
た
日
か
ら
3
年
以
内
。

　
定
着
促
進
セ
ン
タ
ト
に
入
所
し
な

い
場
合
は
、
帰
国
し
た
日
か
ら
3
年

以
内
。

《
手
当
》

　
月
額
　
二
三
、
○
○
○
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

新
潟
県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

智
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
　
（
内
線
3
4
6
4
・
3
4
6
8
）
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9

鍵箋・ 鞠
謬 騰

器苞／鈴木美隆幸｝重地

あかり／藤ノ木幸保子｝小出

笑｛桑原葬琶｝山崎

鉄｛富井晶勃市之越

蒋慰阿部照等美｝高道山

羊尭／服部謬學｝上山

讐睾／高野童學｝白羽毛

署樹石澤康理子｝荒屋

竺劉村山纂享｝上山

｛池　田　真　一　　荒　　屋

樋口秀子　白羽毛

山
中
地
島
山
山

　
　
　
　
道

下
田
重
程
高
上

　
　
　
　
　
　

の
の
①
の
①
0

7
8
7
8
9
0

（
（
（
（
（
－

　
　
　
　
　
（

松
作
郎
郎
雄
策

賢
善
一
太
正
貞

　
　
新
平

田
木
沢
田
辺
原

山
鈴
滝
山
渡
上
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

今月の納税と振替日

■固定資産税　（9月30日〉

■国　保　税

■国民年金
■保　育　料

■水　道　料

（9月30日）

（9月25日）

（9月30日）

（9月30日）

交i通事敬の情報

　　㈱網案i緊謙難

　23件
　　O人

　31人
／，388日

秋の全国交通安全運動　9月21日～30日

事業所・企業統計調査にご協力ください！

　10月1日現在で、平成8年度事業所・企業統計調査が全国で一斉に行

なわれます。この調査は、国の重要な統計調査として、指定統計に指定

されています。事業所・企業統計調査は、事業所や企業の産業従業者規

模などの基本的な構造を明らかにすることを目的としております。調査

結果は、国や地方公共団体におけるさまざまな計画や施策を立案する際

に、貴重な資料として利用されます。

　調査員が調査票の記入をお願いに、各事業所を訪問いたしますので、

ご協力ください。

数
　
　
ロ

件
　
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
　
事

通
　
　
亡

交
死
傷
死

●
　
●
　
●
　
●

　　宇宙メダカを育ててみませんか
　スペースシャトルで向井千秋さんと一緒に宇宙にいったメダカの

孫たちです。これまでカミムラヤさんが大事に育ててくれたメダカ

です。．このメダカを50名の皆さんにお分けいたしますので、ぜひ、

育ててみませんか。

　希望の方は、下記のところまで申込下さい。

　なお、申込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。

◆申込期限9月30日（月）

◆申込み先中里村役場開発課奮63－3川（内線270）

　※飼育方法

　　・水槽で育てることが望ましいです。

　　・他の魚族と一緒にしないでください。

清津峡渓谷ボランティアガイド募集ノ
　10月1日に「清津峡渓谷トンネル」がオープンします。これに伴

いトンネル施設の案内や清津峡の動植物の説明などをしてくださる

ガイドさんを募集しています。募集要領は次のとおりですので希望

される方はご連絡ください。

◆対象者　　年齢20歳以上（性別を問ません）

◆ガイド期間

　基本的には通年（冬期間は休業）を予定していますが次の期間

　の中から選択することもできます。

　イ．5月、祝日、休日
　　ロ．8月、祝日、休日

　ハ．10月、11月、祝日、休日

◆ガイドの要領

　　1．ガイドは午前1回、午後1回を基本とします。

　　2．1回のガイド時間はトンネルの往復で2時間程度。

　　3．1団体（20名～30名）のガイドです6

◆説明内容

　　トンネル施設の紹介、清津峡の四季、動植物、景色、地質等に

　ついて各自の持ち味を活かし説明して頂ければ幸いです。，

　※基本的にはマニュアル、テキストをもとに説明願いますがこれ

　についての勉強会も行います。

◆申込み先及び問い合わせ先

　中里村役場開発課　商工観光係　智63一一3111（内線273・274）

広報なかさと 平成8年9月10日



　9月15日～10月5日

カレンタ“一

響　，ド

敬老の日
老人福祉大会　合中里中学校　（910：00～

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール…i
（D11：00～11：40

振替休日

17㈹
三種混合　合保健センター
㊤14：00～15：00受付

英会話初心者教室　合総合センター
019：30～21：00

18㈱

三種混合　合保健センター
014：00～15：00受付

焼き物体験教室　合村民体育館特別教室
（919：30～21：30
補聴器相談（リオン）　倉役場
（D13：45～14：00

19休）
三種混合　合保健センター
（914：00～15：00受付

手作り工芸教室　倉総合センター
019：30～21：30

20働
胃がん・大腸がん検診　合重地構造改善セ・
ンター　（D8：00～10：00受付

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
センター　（913：30～16：00

22鱒
ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモール
㊦11：00～11：40

23（月） 秋分の日

24㈹
遊びの教室　倉総合センター
G9：30～10：00
英会話初心者教室　合総合センター
（D19：30～21：00

25㈱

風しん　合保健センター　（D14：00～15：00、

焼き物体験教室　合村民体育館特別教室
㊦19：30～21：30
補聴器相談（リオン）　倉役場
㊤13：45～14：00

26休）
風しん　倉保健センター　（∋14：00～15100
手作り工芸教室　合総合センター
（D19：30～21：30

27働
心配ごと相談（広田和子）　合ディサービス
センター　（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
（913：30～16：00

1㈹ ツベりクリン検査　合保健センター
㊤14：00～15：00

2㈱

胃がん、大腸がん検診　合保健センター　．
①8：00～10：00

焼き物体験教室　合村民体育館特別教室
（D19：30～21：30
補聴器相談（リオン）　倉役場
∈）13：45～14：00

3休）
ツベリクリン判定及びB　C　G　合保健セン
ター　　（D14：00～15：00

手作り工芸教室　合総合センター
（D19：30～21：30

4働
1歳半児健診　合保健センター
㊤13：00～13：30

心配ごと相談（藤田義一）合ディサービス
センター　（∋13：30～16：00

　　　※糞難灘霧鐵騰灘難難、繍灘雛撚穰翻雛

灘灘艦鰯難雛・辮顯繍難繍

安心してお選びください
お米の精米表示制度が変わりました

　「新食糧法」が施行され

精米表示制度が変更され、

使用玄米が一目で分かるよ

うになりました。また、使

用割合や産地、年産、品種

を第三者機関が確認し、合

格した袋等には「認証マー

ク」もしくは、「確認マーク」

がついています。

◆問い合わせは

・魚沼農政事務所経済課
　　　　（智02579－2－1311）

・新潟食料事務所十日町支所

　　　　　　（智57－6521）

食糧癒精業表示基き轍こ基麟く表添

翻　　　各 精　　米

原糊藪業

産　地　品　種　　産年　使用割合

A県産コシヒカリ7年産　　40％

B県産ササニシキ7年産　　20％

　　　　その他　　　　　40％

正昧嚢量 5kg
精業葎月臼 8．4．1

販売業者名

　叉ぱ
精業工場名

○○米穀卸株式会社

　○○県○○市○○町○Ol－2

　　　　　TELO123－345－6789

　（認証マーク）

⑳大島医院響舗1
⑳古藤医院穫5南3蹄

㊧上村病院響3里2薪1

㊧大坪医院辮謂1
㊧富田医院禅講1
㊧㊦山・医院響翻1

　
9
年
間
に
渡
り
閉
鎖
さ
れ
て

き
た
清
津
峡
で
す
が
「
清
津
峡

渓
谷
ト
ン
ネ
ル
」
が
ま
も
な
く

完
成
し
、
1
0
月
1
日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
内
は
い
ろ
い
ろ
の

演
出
が
な
さ
れ
る
よ
う
で
楽
し

み
で
す
。

　
今
年
は
、
6
月
に
公
共
下
水

（確認マークの例）

難怨け

2の

罐

｝
ら
っ
、

う
船
鶉

髄｝’

　ん

道
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
通
水
式
、

7
月
に
は
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
の

オ
ー
プ
ン
、
8
月
に
は
清
津
大

橋
の
開
通
と
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
が
次
々
に
完
成
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
大
型
の
事
業
が

あ
り
ま
す
が
一
歩
一
歩
、
住
み

よ
い
中
里
村
が
築
か
れ
て
い
く

の
が
わ
か
り
ま
す
。

海
そ
己
の

オ
幽
輪
）
イ
λ

だ
ー
い
軽

棚鷺暴マ

動

［
｝

ρθ9

勘晦鶴

8月末現在
（）は前月比

　　　塗，　　　
戸へ』

　＼’　　！門〆

オ／

’饗ヂ

ユ　リ

　　　　　　　　　　　　　　，（昭和60年7月25日制定）
　　　　　　む隔鰐r警1・自然を愛し美しい村をつくりま眺

　！　『涛紅　　鋳．　1、健康で働き明るい村をつくります。
　タ　　　　も　レセびノデる

　ゲ♂〆嶽童　　　1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

夢貯｝〆　　　　　　1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

　　ウグィス　　　　1、創意をこらし活力ある村をつくります。

●人ロ男3，318人（±0）女3，326人（＋1）計6，644人（＋1）●世帯数1，630（一1）
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